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1．はじめ に

　平成 16年 le月 23 日午後 5時 56分 、新潟 槃 中越 地 方

を最大 震度 7 とい う冤 大 な地震が 襲 い 多 くの 被害が 発 生

す る こ と とな っ た e 被 災 地 に は 中 山 間地 域 も多 く含まれ

て お り、全村避難が 決断 され た 旧 山古志村だ け で な く、
川 口 町や 小 千谷 市 の 山間部の 集落で は道路 の 寸 断 に よ る

孤立状態 に 陥 る こ と にな っ た。さらに最初 の 地震発 生後

2 時 間 弱 の 間 に震度 5以 上 の 地 震 が 11回発 生す る な ど、
余震 に よる 被害 が 断続的に 拡大する こ とに なっ た 。被害

状 況 は 余震 の 発 生 や 降 雨 に よ っ て刻 一刻 と変化 し、そ の

対応を検討す る市町 村の 災害対策本部で の 情報収集は 困

難を 極め、その 影響 は被災地内外か らの 復旧 支援活動の

制約 とい っ た形 で 表れ た。さ らに 川 口 町 で は 町 役場の 庁

舎建 物 が被 害 を受 け、庁 舎内 で の 対応 作業を行 うこ とが

で きず、さ らに は 自家発 電 装 置 の 故 障な どに よ っ て 外 部
へ情 報 発信 が 困難 に な る とい っ た 問題も発生 した。そ の

よ うな状況 の 中、GJS （地理 情報 シ ス テ ム ） を 活 用 し 、
被 災地 外 で の 情 報集約 と その 提供を一

元 的 に 行 うこ とで

被災 地を 支援する動きが 生 ま れ た 。そ れ が 「新潟 県 中越

地 震 復 旧 ・復 興 GISプ ロ ジ ェ ク ト亅 で あ り、こ の プ ロ ジ

ェ ク トは ま さに 産 官学連携 に よ る全国 的 な 協力体 制 に よ

っ て 推 進 され る こ とに な う た e 本報 告 で は こ の プ ロ ジ ェ

ク ト立 ち上 げまで の 経緯 とそ の 後 の 活 動、そ して今後 の

可能 性 に つ い て 整 理 す る もの で あ る。

2 ，プ ロ ジ ェ ク ト結成 の経緯
　 10 月 23 日の 震災発 生以 降、被災地 では 自治体に設 置

され た 災害 対 策本部 を中心 と して 、被災状況の 把握 と復

旧 作業 、そ して 被災 者 へ の 支援 策 の 検 討 な どに忙 殺 され

る状 態 が 続 くこ とに な っ た 。 特 に余 震 が 断 続 的 に 発 生 し、
さ らに は降 雨 に よ る 河 川 の 増水や 土砂 崩れ の 発 生、河 道

閉塞に よ り生 じた震災ダム の 決壊 の 危 険性 な どが 報 告 さ

れ る状 況の 中．限 られ た職 員や 支援 部 隊 の 手 で は 情報集

約を的確 に 行 い ．効率的な活 動に 生か す とい っ た 展 開 は

極 めて 困難 で あ っ た。そ の よ うな状 態 で は 被 災 地 外 や マ

ス コ ミに 対 して 情報発 信をす る こ と も 大変な負荷 とな り、
実 際 に そ の よ うな 業務を現地に担当させ る とい うの は特

に 災害直後 に は 不 可能 に近 い 。
　 こ れ ら現地の 状況を踏まえる とともに、2001年 9 月

11
』
日に 米 国 ニ ュ

ーヨ ークで 発生 した 同 時多発 テ ロ 事件

の 現場 における 救助救 出活 動に さま ざま な関 連機 関の 所

有 す るデータが GKS に よ っ て
一

元化され 、そ れ が 的確 か

つ 迅速な行動 に 大きく寄与 した とい う事例 を参考 と し な

が ら、京 都 大 学防災研 究所巨大 災害研究セ ン ター
林春男

教 授 と 国土交 通 省 河 川 局布 村明 彦河 川 計画 課 長 が 中 心 と

な りプ ロ ジ ェ ク トの 立 ち上 げ が検溺 され た。そ の 結果を

踏ま え 、震災発 生か ら 2 週 間弱 が 経過 した 11月 3 日に

関係 機関に よ る 会合 が 東京 に て 開催され、GIS を瀁用 し

た 情報集約 とイ シ ター
ネ ッ トを 通 じた 情報提供を実施す

るた め の 合 意 が 図 られ る こ とに な っ た。そ の 会合に は 国

の 機関や ラ イ フ ライ ン 事業者 こ測 量会社や GIS 関連企業、
そ して 大学関係者 な ど が多 く参加 し、そ の 趣旨に 賛同 し、
実際の 活動を 開 始 した 。 国 土 交 通省の 収集 した データの

提 供 を 始 め、賛同 機関 か ら寄せ られ た データの 集 約 な ら

び に そ の データ を公 開す るた め の WebGIS シ ス テ ム の 構

築、サ イ トの デ ザ イ ン 、そ し て WWW サーバ の 構 築な

どとい っ たい くっ か の 準備 作 業 を終 え、震災発生 後か ら

3週 間が経過 した 11月 15 日 に 「新潟県 中越地 震復 旧 ・

復興 GIS プ ロ ジ ェ ク ト亅 の サ イ ト朧 1 が一般 に 公 開 され 、
情報提供が始まっ た

’
（図 1）。

3 ，プロ ジ ェ ク トの 特徴

　本 プ ロ ジ ェ ク トで は、こ れ まで 文字情報や それぞれ 独

自 に 作成 した 地図な どに よ っ て 各機 関 が ば ら ば らに 保

有 ・提 供 して きた情報を一
元 的に集約す る とと もに GIS

を活 用 した デ ジ タル データ と して 整理 し、イ ン タ
ー

ネ ッ

ト上 に公 開 す る こ とを 目的 と して 各種 の 作業を行 っ て き

た。具 体的 な プ ロ ジ ェ ク トの 特徴は 以 下 の 5つ で あ る。

（1 ） 国 土 地 理 院 の 1／25000 地形図 と 精細 な 衛星 画像
　　　（IKONOS 画 像など）を背 景 図 と して 、　GIS 上 に

　　 多様 な機 関 の 情報を一
元集約

（2 ） 道路の 通 行 止 め や避 難所 の 情報 、ボ ラ ン テ ィ ア

　　 セ ン ター
など の 情報を毎 日更新 （12月 末 ま で）
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（3 ） 総合的な 災 害対 応 ・ボ ラ ン テ ィ ア や被災地外の

　　 各機関に よ る支援な どに 不 可欠 な被 災 の 全 体 像

　　 を提供

（4 ） 精細 な 衛 星 画 像 に よ り、被 災 ・復 旧の 状況を確

　　 認可能 （土砂崩れの 有無など》

（5 ） 印刷可能な地図データの 提供 と 出力され た 地図

　　 の 直接送付 に よ り現場で の 状況 認 織が容 易

図 1GIS プ ロ ジ ェ ク ト トッ プペ ージ

図 2　全域情報マ ッ プ

　背景図 と して は一般 的に 用 い られ る 国土 地理 院発 行の

地形 図 （IX2SOH｝O） の ほ か に 、精細 な 衛星 画像 が 提供 さ

れ た こ と は被災状況の 把握や地形条件 の 把握などに極 め

て 有効で あっ た とい え る 。

鹽
さ らに は 国の 各機関によっ て

それ まで に集約されて い た情報が 立ち上げ段 階で こ の プ

ロ ジ ェ ク トに も提供され る こ とが決定 し、サイ ト開 設 当

初 か らプ ロ ジ ェ ク ト趣 旨に 沿っ た データが提供可 能 とな

っ た こ とで、そ の 後 の データ集約 も順鯛に 行うこ と が で

きた 。 また復 旧 ・復興過程で 提供され る各種の 情報 は必

ず しも地図データ ・デ ジ タル データ と して 整理 され てい

る もの ぼか りで は なく、現場で は さまざまな情報が手 書

きの 資料 と し て 作成され 、 それ を コ ピーした り貼り出す

こ と で 共有され て い る場合 も多い。今回は そ の ような主

にテ キ ス トベ ース で提供され る情報をイン ター
ネ ッ トな

どを通 じ被災 地外 で入 手 し、それ を G旧 で も利 用 可能な

形式 に 変換 し、提供 で きる よ うに した．さらに こ の 作業
結 果 は原 則 と して 毎 日 更新 され、た だ の 情報提供として

の 機能だけで な く、復 旧 ・復興 に 闃連す る さま ざま な活

動をよ り効果的 にす る た め の 支援機能を継続的に提 供 す

るこ とが で きた 。

　また、開設 当初 は サイ トか ら提供され る情報 と して 、

WebGIS シ ス テ ム を 用 い る こ と で ユ
ー

ザの 所 有す る PC

の ブ ラ ウザ上 で必 要 な地域 の 必 要 な情報を取捨選択 して ．
閲覧す る こ と がで き る よ うに す る と と もに 、全域的な情

報 を
一

元 的に把 握 可能 で g かつ データを ダ ウン ロ
ー

ド後．
その まま印刷す るこ とで紙地図 として も利用 可 能な PDF
データの 提供も あ わせ て 行 わ れた （図 2）。こ の 機能は

特に 被災地で活動 を行 う際の 情報共 有時には 重 要 で あ っ

た と思 われ る 。 被災地 で の 活動は 主 に 現場で の 作業が中

心 とな り、必 ず レもイ ン ターネッ ト環 境が整 っ た 空 聞で

行 わ れ る場 合 だ け で は な い。また 多 くの 人数が 関係する

作業に お け る情報 共 有手段 と して は 出力 した 紙地図が 有

効で あ る とい うプ ロ ジ ェ ク ト賛同 者か らの 意見 も あ り 、

そ の ま ま で 印 刷 可能 な データを提供 し、加 えて 印刷 され

た地図を現地 の 自治体を中心 と した機関 に 直接送付 して

現 場 で の 有効 活用 を促 す とい う手 法も採用す る こ と と し

た。なお、この よ うな
一

連の 作業は原則として 被災地 外

に拠 点 を 置 き今 回 の プ ロ ジ ェ ク ト趣 旨 に賛 同 した 各機関

によ っ て 実施 され た こ とが こ の よ うな膨大な作業を継続

的 に 実施 す る こ とが で きた一つ の 大 き な要因で あるこ と

は指摘 しておきたい 。

4 ．プ ロ ジ ェ ク トの 進展

　11 月 15 日か ら本 格的に提供 され る よ うに な っ た こ の

プ ロ ジ ェ ク トの 情報 は 、幸 い に も各方面 か らの 注 目を集
め る ： とに な り、実 際 の 被 災現 場に お い て も有効活 用 さ

れて い る とい う反 響を得 る こ ととなっ た。しか し今回 の

取 り組 み は サ イ ト立 ち 上げ 時に各 機 関 か ら提 供 され た情

報やそれまで に構築 されて い た G！S関連技術を応用 す る

形 で 迅 速に 立 ち上 げ る こ とを主 目的 と して 成立 した と い

う経緯 もあ り、被 災 地 内外 か らの ニ ーズや 、提 供 され た

情 報 を十 分 に 活用 で きて い な い ケース が あ る こ と、そ し

て 常 に最新の 情報を提供 して は い る もの の 、そ れ以 前の

情報 へ の ア クセ ス が で きず、時系列で 状況変化を把握す

る こ とが不 可能 とな っ てい る とい っ た課題 も見 えて きた 。

　プ ロ ジ ェ ク トと して の 立 ち上 げ期が 収束 し、 安定的に

作業 等 が 行 え る状 況 に なっ た 12 月 以 降、い くつ か の 改

良を加 えるこ とで サイ トの 有効性をより向上させ る こ と

とな っ た。復 旧作業 の 進捗 や 支援活 動 の 状 況 と い っ た被

一58一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

災 地の 現地 情報を伝 え るた め に レ ス キ ュ
ーナ ウ ・ド ッ ト

ネ ッ トが こ れまで に集約 して た現地情報を WebGIS の
一

コ ン テ ン ツ と して反 映 させ る と と もに、プ ロ ジ ェ ク ト管
理 の GPS 携帯電齬 を 3 台確保 し、一

台を 新潟 県 災害救

援 ボ ラ ン テ ィ ア 本部中越セ ン ターに、二 台 を長岡造形大

学 環 境デ ザ イ ン 学 科澤 田研究室 が 担 当す る形 （平成 17

年 1月以 降は 二 台 の うち一
台 を長岡技術科学大学 工 学 部

上村研 究 室に貸与）で現 地 情報 を 適宜収 集 し、そ の 提 供

を開始 した （平成 16年 12月 10日 より）。さらに AO 版

な らび に A3 切 り図版 の PDF データ提 供 シ ス テ ム に 関 し

て は最新の デ
ータだけで な く過去 に公表 したデータ もを

任 意 に選 択で き る よ うな機 能 も付与 し、時 間の 経過に 伴

う状況 の 変化 を把握す る こ とがで き る よ うな改良が加 え

られ た （平成 16年 12 月 16 日よ り｝。また、各 ユ ーザ

側 で G貰Sア プ リケー
シ ョ ン な どを 活用 して よ り詳細な分

析等を実施す る こ とが で き る よ うに 、 ク リア リン グハ ウ

ス と して の 機能 も別途付け加 え、メ タデータの 提 供 も行

う仕組みが 新た に整備 され た （平成 17年 1 月 19 日 よ

り〕
Mtt

　
2。そ して今 後 他 の 地域 で 発 生 が予 想 され る 同様

の 災害 に備えて、よ り多 く の 支援の 手 を活 用 しな が ら情
報 の 入 力 を 迅 速か つ 正 確に 実行す るた め の 「GIS ボ ラ ン

テ ィ ア J の 仕組 み が構築 され た 。 これ は 趣旨に 賛同 した

衷 1　 プロ ジェ ク トで 用い た背景データ櫞 3

閲覧可倦な背景デ→ 縮尺精度 作成時点 利用承認など

鼓皚地図25  地図画像 1／25．000Hgj α1卍H10」2，1 国土地理 院長の 承阻

｛承認番 号 平 16総 復．鰯 427号 ）

イコ ノス衛星 画像
1／2500 程度
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H1ε1123撮影
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衷 2　プロ ジェ ク トで 提供 した 主 題データ
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河道閉塞 に伴う湛水 域 H16．栂 28現在および11．8現在
土 砂災害発生箇所航空写翼 H16．10．24
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公園等の 被轡 川 6．1126
災害状況
｛下水週搬害箇所、公園等の被轡、被雹状溌現場写耳）

H16．1023 （公 園等の 被害，

剛 6，123 （下水道被 四箇所｝

国 土交颯省

新潟 県中越地徑情報集約マ ツプ

盤視・復旧情報
阿 道閉繕監視固像 芋」r険 域監 視搬塁配置 ．排水ポンプ設置｝

H16．12．15〔芋川漁域監視機器程置）

H16．1224 〔排水ポンプ設置）

公共下 水道胖細稠査奥施管渠、
琉域下 水道  管璽 被災箇所〔マ ンホ ール ）

H16．1哺 時点

推計震度分窃 田 6．1023 の 本 震
震央分布 〜H17．321 鉦 象庁

鉄道運 行状 況 陛173．25 4R東 日本新潟支社

JR線 被喜 状況 H16．11．19 JR東 日本

電 気 H16．1228
ガス H16．1228

ライ7 ライン復 旧恫轍 水道 H 亅6．1228 新潟県

固定竃蛞 H16 」227
携帯量 詣　　　　　　　　　　　　　　　l　H16．1227

避碓状現
H16．1221
すべ ての 避難所が閉鎖

新潟県、小干谷市．長岡市．川囗町 、越路町

仮殴住宅 H16，1222 新潟県，各 自治体

気象情輻 へ の リンク H17．1湖 から掲賦 新 渇県総合政策部 r新潟県の雷悄紐亅．気象庁

交通規制情報へ の リン ク H17．偲 1か ら掲載
新 潟県土木郤 r交通 規制情鍛」、
新潟県「新潟県LM 三カメラ ーふ るさとだより」

リアルタイ厶 気 象情綴 H16．11．11鯉随時 気象庁 アメダス

りアルタイム雨 量・水 位 H1色11』麹〜随時
国ま交通省
「リァル タイ厶 川の 防 災艪報」

災害救援現地 ポランラィアセンター状 況 H16．董2．17 総務雀溺防庁
「災害ボラン ティア ・覊援血闡連情報」

消防 本部 胴
総務省消防庁

市町 村 庁舎被災状混 H16．11，12 総務省湍防庁

讐察署 一 新潟 票警

災害対策本部 一
各 自治体等

国土 交通省事務所 冒
国 交省北陸地方彊慌局

災害箇所斜め写真 H16．1024 朝目航洋株式 会社、アジァ賦 測妹式会社．
国 際航粟株弐会社、蛛式会杜パス コ

現地 　　団 08、現地レボート H16．1幻 o僧随時 株 式会社レスキュ
ー

ナウドットネット
土木 学会第二 次調査団隅査結果 H16．1224入 手・掲載 土 木学会
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機 関 に ボ ラ ン テ ィ ア への 登 録 を 依頼 し て お き、災害発 生

時に は 被災地 で 入 手 した 情 報 をそ れ ら の 機 関 へ 転 送、
GIS データ化 され た もの を再度集約す る と い う

一
連の 作

業 を計 画 した もの で あ る。こ の シ ス テ ム は 中越 地 震 以 降

に 新た に 立ち 上げ た もの で あ る た め、今回の 復 旧・復興

に 即時的に 効果を 生み 出 すこ とに は な らな か っ た もの の 、

平成 i7年 2 月か ら小 千谷 市や長 岡市 の 災害対 策本 部 か

ら震災以降作成 された 資料の 提供を受ける こ とが で きた

こ とか ら 、 そ の 資料 を活 用 して 震災発 生 直後か らの 入 力

シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を実施 した。そ の 実験 結果 か らデータ

の 精度や作成速度、災害対策本部で 発生す るテ キス トデ
ー

タの 分 類 方法 等 に 関 す る 検 討 を行 い 、今 後 の 活 用 方 策

を検討 し て い る。
　 サイ トの デ ザイ ン に 関 し て も平成 1？年 1月 17 日に大

幅 な 改 良を行 い 、続 々 と提供 され る データへの 対応 を講

じる と とも に、よ り利用 しや すい イ ン ター
フ ェ

ース へ と

変更を加 え て い る。

5 ．プ ロ ジェ ク トの意義

　今回の r中越地震復 旧 ・復興 GIS プ ロ ジ ェ ク ト亅 は 関

係 各位の 協力な く しては 成 立 しえず、そ の 協力 が迅 速か

っ 幅広 く得 られ た か らこ そ 有益 な情報 と し て 発 信す る こ

とが 可 能 とな り、その こ と に よ っ て
一

定の 意義を生み 出

す こ とに な っ た と 考 え られ る 。
プ ロ ジ ェ ク トの 意 義 とし

て 総括す る と下 記 の 4つ と なる。

（1 ） 国 土 交通 省 をは じ め と し て 、主 要 な防災 関係機

　　 関 が 社 会 に 対 し て 自分 た ち が発 信 す べ き 情報 を

　　 責任 もっ て 提供 して くれ た こ と

（2 ） 測量 会 祉や GIS 関連 の 企 業が
”
ALL 　Sapan

”
で支

　　 援 して い た だ けた こ と

（3 》 GIS の デー
タ 入 力に 関 し て 被災外で 行 い 、被災地

　　 に は 、 丁労 力 の 提 供 亅 で は な く、 「成 果 の 活

　　 用j をもと め た こ と

（4 ） 被 災 地 に 立 地 す る 大 学 （学 術機 関） に 中 立的 な

　　 ポータル サ イ トを 作 り、み な さん の 協力 で そ れ

　　 が真 の ポー
タル と して 機能 した こ と

　 これまで 平常時 に もGIS を活用 した情報の 集約が 災害

対応に 資す る とい う認識は 関係機関で 共有されて お り、
実 現 へ 向 け た 取 り組 み も行 わ れ て い た。しか し背 景図 の

確保 や 各機 関 ・企業が独 自に 開発 ・所 有す るシ ス テ ム の

うち、どの シ ス テ ム をベ ース と し て 検討す る か とい っ た

問 題 や、データの 仕様統
一

な どの課 題 を解決する こ とが

十分に 図 られ て い ない と い うの が 現状 で もあ っ た。そ れ

が 中越地 震 とい う実 際 の 災害 に 直 面す る こ とで、暫定的

で はあれ情報の 集約とそ の 提供を推進す る こ とが で きた。
そ の 結果、今後の 災害時に お け る GIS の 活 用 の 方向性 な

らび にデータ構築手 法を具体的な形 と して 見出 す こ とが

で きた とい え る。そ の きっ か け とな っ た の が国 土 交 通省

をは じめ と した 主 要 な防 災 機 闃 の 情報 提 供 であ る こ とは

明 ら か で あ り、さ ら に は そ の 提 供 され た データを 可 視 化

し、よ り有効 な情報 へ と集 約 す る作業を 担っ た 測量 会社

や GIS 関連企 業で あ るとい え る 。 こ の よ うな迅 速 かつ 幅

広 い 活動に よっ て こ の プ ロ ジ ェ ク トが 「ポ
ー

タル 」 とし

て の機能をあ る程度充足す る こ とが で き、その 後 の 時間

の 経 過 と と もに さま ざまな 情報 が さ らに集 約 され て プ ロ

ジ ェ ク ト全体の 情報価値を高める こ とがで きた とい え る

だ ろ う。

　また 今回 の プ ロ ジェ ク トで は 被災地側が どの よ うな 情

報 を 必 要 と して い る か とい う需 要 の 正 確 な把握は 行っ て

お らず、被災地外で 確保で きる情報、提 供 で き る情報を

充足 させ る こ と に 傾注 して 活動は 展開された。結果 と し

て 被災地には 必 要とされない 情報も含まれ る可 能性もあ

る が 、 その 点 に 関して は こ の よ うな活 動 を継続す る中で

解 消 され る と思 われ る。加 えて こ こ で極 め て 重 要 な の は、
被災地で 実際 の 対応 に従事 して い る最中に 情報の 収集と

その 入力作業を担 っ て もらわ なか っ た い うこ とに あ る。

防災 GIS に は 被災 地 で の オベ レ ー
シ ョ ン が 前 提 と なっ て

い る こ とも多い。しか し膨大な情報を現場で GISデータ

化す る こ とは極 め て 困難 で あ り、また 実際 の 救助救出や

物資供給を は じめ とす る災害対 応業務を阻害す る要因に

もな りう る。 それ を外部か ら支援す る とい う枠組み が確

立 し た こ とは 大 きな意義の
一

つ で あろう。阪神 ・淡路大

震 災 時 と比 べ る と情報 技術や 通信 壌 境は飛躍的 に 向上 し

て お り、そ れ を 有効 活 用 し た とい う点か らも従 来 型 の 災

害支援とは異なる取 り組み で あっ た とい えるc

　最後の 意義 と して 被災地 に 位置す る大学等 の 機開が ポ
ー

タル として の 役割を担うこ とで 中立的な立場を維持す

る こ とが で きた こ とが 上 げ られ る 。 その 結果、さまざま

な協 力 を産 官 学 か ら幅 広 く得 られ た の で は な い か と考 え

る。被災地 に所在す る こ ともあ り、実際の 作業を （デー

タ入 力 な ど） 十 分 に 担 うこ とは で き な い もの の 、今 後 同

様 の ケ
ー

ス が 生まれた場合に も今回 の よ うに 地 元 の 太学

をは じめ とす る学術機関に サ イ トを構築する こ とは円滑

なプ ロ ジ ェ ク ト運 営 を 実現 す る
一

つ の ポイ ン トに な り う

る だ ろ う。

6 ．今後 の 展望

　こ の 一連の 活動 を き っ か け に、携 わ っ た 各機関 で は プ

ロ ジ ェ ク トで 活用 し た 技術 を よ り高度化す る動きも見 ら

れ て い る 。 実 際 に 平成 17年 3月 20 日に発 生 した 福 岡 西

方 沖地 震で も Glsボ ラ ン テ ィ ア に よ る 情報入 力 が 実施 さ

れ tta　4、九州 大学 環 境 シ ス テ ム 科 学研 究セ ン ターに は ポ
ー

タ ル サ イ トが 構築 され た 雕 5
。今後も同様 の 活 動が 各

地 で 形を 変え つ つ も継続 し、それ らの 蓄積 に よっ て 災害

発 生 時 の 被 災 地 支 援の 一
っ の 方向性 が 確 立 して い く こ と

がで きれば、前述の 4 っ の 意義 に加 え、今回 の プ ロ ジ ェ

ク トの 最大の 意義とな るの で は ない か と考え る。
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http：〃ohuetSu −gis．nagnoka 鬯id．ac．jpi
中越地震復旧・復興 GlS プ ロ ジ ェ ク トサイ ト 「掲載

悩報亅 よ り作成

http：ltwwvw．goographynetwork，nc．jp／disastetstexplorer．jsp
http：〃wwvw ．gis−velunteer ．neti
http：”w 【曜w 」ies・ky1」sh腿．u・ac・jpt−eqwflkullndvLhtm
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